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研究成果の概要（和文）：PMBPAzポリマーをコーティングした義歯床用レジン（PMMA）の基板は非コーティング
PMMA基板と比較し，S.mutansのバイオフィルムを約90%優位に抑制することに成功し，一週間のソーキング後も
その効果に変化はなかった．さらに，上顎に全部床義歯を装着した無歯顎患者11名にPMBPAzポリマーをコーティ
ングした義歯と非コーティング義歯をそれぞれ2週間使用してもらった結果，PMBPAzポリマーをコーティングし
た上顎全部床義歯はデンチャープラークを約80%優位に抑制した．以上より，PMMA表面へのPMBPAzポリマーコー
ティングは効果的なデンチャープラーク抑制法であることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：The anti-adhesive effect against plaque accumulation, biofilm formation was 
inhibited more than 90% on the PMBPAz-coated surface compared to uncoated surfaces. And the 
PMBPAz-coating surface showed suppression of plaque accumulation even after the 1 week soaking 
stress. Moreover, The clinical evaluation revealed that biofilm formation on the PMBPAz-treated 
denture surface after 2 weeks of use was significantly inhibited compared with the original denture 
surface. The amount of biofilm on the PMBPAz-treated denture surfaces decreased to approximately 
one-fifth of that on original denture surfaces.Therefore, Remarkable and long-term inhibition of 
Denture plaque accumulation on PMMA surfaces can be achieved using the PMBPAz coating.

研究分野：バイオマテリアル

キーワード： MPCポリマー　PMMA　デンチャープラーク
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年超高齢社会の日本において高齢者の 
割合は年々上昇しており，それに伴う可撤性
床義歯の需要は今後益々高まることが予測
されている．アクリルレジン床（PMMA）を用
いた義歯の臨床的な問題の 1つとして，義歯
床表面へのデンチャープラークの形成が挙
げられる. 義歯床用レジン（PMMA）の表面は
デンチャープラークが付着しやすく，う蝕や
歯周疾患，義歯性口内炎の原因となるばかり
でなく，全身状態の低下した患者では誤嚥性
肺炎などの重篤な疾患のリスクとなりえる.
また，デンチャープラークは機械的な方法で
しか確実に除去できず，高齢者が 1人で義歯
を清掃することは難しい．  
 そこで私たちは，“汚れない義歯”の開発
を目指し，共同研究者が開発した有機高分子
2-methacryloyloxyethyl 
phosphorylcholine(MPC)に注目した．MPC は
すでに人工心臓・人工関節表面などさまざま
な医療機器に利用されている優れた生体親
和性，タンパク質吸着抑制能，細胞付着抑制
能を持つ生体為害性のない安全な生体材料
である． 
２．研究の目的 
 我々は，これまでの研究より MPC ポリマー
を義歯床用レジン（PMMA）試料片にコーティ
ングすることによって，臨床応用が可能であ
る MPC ポリマーの共重合体である PMBPAz ポ
リマーを用いて，義歯床用レジン製試料片へ
コーティングを成功させ，S.mutans のバイオ
フィルムの抑制とその機械的・化学的耐久性
があることを実証した．そこで本研究の目的
は，義歯床用レジン製試料片への PMBPAz ポ
リマーコーティングの安定性の検討ならび
に，PMBPAz ポリマーを用いた臨床応用の検討，
さらに効率的に臨床応用をするためにカン
ファーキノンと歯科用光照射器を応用し， 
MPC コーティングシステムを改良し，そのコ
ーティングの効果と実際の有床義歯使用患
者を対象とした臨床試験を通して安全性な
らびに臨床的評価を行い臨床的有用性を実
証することである． 
３．研究の方法 
（1）義歯床用レジン製試料片への PMBPAz ポ
リマーコーティングの安定性・耐久性の検討 
S.mutans を 5%ショ糖含有の THB 培地にて，
37℃24 時間培養し，培養後に基板に付着した
バイオフィルムを NaOH により剥がし，その
菌混濁液を吸光度で測定しバイオフィルム
形成量とした．また視覚的に走査型電子顕微
鏡（SEM）で観察し，S.mutans のバイオフル
ムを確認した． 
耐久性試験は37℃120回転で水中にて浸漬さ
せ，１週間後に再度 PMMA 表面を静的接触角
度と XPS にて PMMA 上にコーティングが保た
れているかを確認し，S.mutans によるバイオ
フィルム付着抑制試験とSEMでの観察を行っ
た． 
 

（2）PMBPAz ポリマーを用いた臨床応用の検
討 
上顎に全部床義歯を装着した無歯顎患者 11
名に PMBPAz ポリマーをコーティングした義
歯と非コーティング義歯をそれぞれ2週間使
用してもらい，付着したデンチャープラーク
を定量評価した．尚，本研究は，昭和大学歯
学部医の倫理委員会の承認を得て行ってい
る(#2013-013)． 
（3）MPC コーティングシステムを改良 
本研究は，東京大学大学院工学系研究科マテ
リアル工学先行石原教室と共にカンファー
キノンと歯科用光照射器を用いたMPCポリマ
ーの開発を行い，その精密かつ高度な MPC 解
析をおこなう．また，細菌学に精通している
昭和大学口腔微生物学講座にて S.mutans と
C.albicans のバイオフィルムの形成抑制の
検討をする．さらに，臨床応用に向けて，MPC
技術と知識をサンメディカルと共有し臨床
応用に必要な安全性の確認をおこない，メデ
ィアへの発信を共におこなう． 
４．研究成果 
本研究は可視光線を用いたMPCポリマーの共
重合体開発に向けての基礎研究として，義歯
床用レジン製試料片への UV-C を用いた MPC
ポリマー共重合体（PMBPAz）コーティングの
安定性の検討と PMBPAz ポリマーを用いた臨
床応用の検討まで行った． 
UV-C を用いた PMBPAz を義歯床用レジンの基
板上にコーティングし，S.mutans によるバイ
オフィルムの抑制効果を検討した． 
UV-C を用いた PMBPAz をコーティングした義
歯床用レジンの基板は PMBPAz をコーティン
グしていない義歯床用レジンの基板と比較
し，S.mutans のバイオフィルムを約 90%優位
に抑制することに成功した（図１）．また，1
週間のソーキング後も同様にバイオフィル
ムを抑制したことから機械的耐久性がある
ことを示した． 

        図１ 
さらに，PMBPAz ポリマーをコーティングした
義歯と非コーティング義歯を比較した臨床
試験からは上顎全部床義歯に付着したデン
チャープラークは非コーティング群と比較
して約 80%の抑制効果を示した（図２）． 



        図２ 
以上より，アクリル義歯床表面への MPC ポ
リマーコーティングは，耐久性があり，臨
床的に応用可能・簡便なデンチャープラー
ク抑制法であることが示唆された． 
今後は，カンファーキノンと歯科用光照射器
を応用し， MPC コーティングシステムの改良
をし，そのコーティングの効果と実際の有床
義歯使用患者を対象とした臨床試験を通し
て安全性ならびに臨床的評価を行い，臨床的
有用性を実証したい． 
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